

























第五節「教育課程実施上の配慮事項」に 、言語活動 充実について、 次のよう 明示されている。 （傍線は引用者が添えた。 以下同様）　　
生きる力をはぐくむために基礎的・基本的な知識及び技能を確実　
各教科等の指導に当たっては、生徒の思考力、判断力、表現























学校からの報告や提言はそう多くはない。平成二〇年版の学習指導要領に明示されていなが 、国語科以外の教科等において、言語活動の充実 ついての共通理解、共通実践が難しいのはなぜな か。その要因の一つとし 、国語科以外の教科においては は手段でしかないと捉えられて ないか
（５）
。例えば、 数学的思考 （数学科） 、




























及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】の二点を意図的、計画的に取り入れ、学びの自覚化、学習の可視化を試みた。これらは「交流 通した言語活動の充実」及び「問題解決のプロセス重視」 を念頭においたものである。 まずは国語科実践において 【 「伝え合い」の場 繰り返し設け 】及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】を実践（実践Ⅰ）し、 さらに他教科で （実践Ⅱ）する工夫を行った。　
言葉の力を育成する基幹教科である国語科と他教科とが連携して
言語活動の充実を図り、 「書くこと」 指導を通して学び 自覚化をうながすことを本稿において論じていく。
二
　

















































人だ 本名は金子テル、満二十六歳で生涯を終えた。 （略）　「積つた雪」 、金子みすゞのこの詩にこめられた思いは、二つある。 （略）こんな思いがこの詩にはこめられている。　この詩で私が気に入った表現 、 「さむかろな」 「重かろな」

















































































































































































に読み合い、相互評価を行った。情報の選び方や文章の構成、文体等の良い点や改善点（アドバイス）を交流カードに書かせた。改善点をふまえて鑑賞文②の作成を行った。第五時は二回目の交流である。第四時と同様の要領で鑑賞文②を互い 読み合い、相互評価を行った 実践Ⅰの実践と異なり、実践Ⅱは交流を一回から二回に増やしている。堀江 ポイント【 「伝え合い」の場 繰り返し設ける】を基に、交流を通して言語活動の充実を図った。第六時は を生かした鑑賞文③（清書）を作成し、単元を振り返 自己評価 行わせた。　【資料１】は一回目の交流におけるＮ子の鑑賞文②と交流カード
（評価の観点）である。Ｎ子は「赤き衣を着たる女」 （黒田清輝）の鑑賞文を書いた。交流したＡ子は【内容・表現】の四項目に〇をつけ、その中の「作品を見ていない人にも作品のイメージが伝わるように工夫して書けて る 」に花マルをつけ、 「赤い花がさいている木があり 画面 央に横を向い 女性が立っている。 （略）後ろの花や を淡い色で描いて、 女性を目立つよう した構図。だから、女性 表情も分かりやすい。口を閉じて、視線は、少 下を向いていて、少し悲しそうな表情。なぜか、その表情に心を ばわれ 」の部分を吹き出しで囲んだ。 原稿の左端に 「意味を知りたい」 （緑色） 、「字のまちがい」 （青色） 、 「表現がいい」 （赤色） 、 「細かい所までグッ
ド」 （桃色） と記し、色ペンで区別して使い分けている。色ペンを使用することや一目でわかるようにそれぞれ色を使い分けたことはＮ子の発想、工夫から生まれたものである。　
Ａ子は「この文































































「書くこと」の指導を行った。その際に、 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうな す】の二点を意図的、計画的に取り入れ、学びの自覚化、可視化を試みた。これらは「交流を通した言語活動の充実 及び「問題解決のプロセス重視」を意識したものであった。 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】及び、 【 メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】ことを授業に取り入れたことは 極めて有効な学習指導であったことが学習者の振り返 か わかる。一回の交流に比較して二回 交流においては表現がより練り上げられ、学習者の関心や意欲も高まり、学習者がメタ化でき 結果となった。　
本稿の冒頭、中学校での言語活動の共通理解、共通実践の難しさ
を述べたが、実践を通して 実感として 多くの教科を一人で担当する小学校と異なり、教科担任制の中学校においては 教科間 連携は職員間の良好な関係が土台にあってこそ成立するものである。
今回、 美術科との連携ができたのは、 美術科教師の惜しみない支援、協力があったからである。東良雅人が述べた「国語科で学習したことが美術科で生かされ、美術科の学習が国語科で生かされることにつながり、 それぞれが一層充実した に高まっていく」ためには、同じ学校の職員間の同僚性がものをいうと考えられる。現場の多忙化がいわれる 、 「 学習に高まっていく」ために、 他教科 積極的に連携を推進して きたい。また今後は 「書くこと」 とどまらず、 「話すこと・聞くこと」 「読むこと」 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕へ 実践の幅を広げていきたい。
注
（１） 「言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】 」には次の












組めばよい） 」 、 「言葉で表現したり説明 たりするのは国語科のすることで、○○科にはそぐわない」 、 「言語活動を取り入れなければならないことは承知しているが、どのように取り組んだらよいか、よくわからない といった懐疑や不満の声を他教科の教師から聞く。
（６）髙木まさきは、国語科と他教科等の言語活動対照表を作成し、
国語科と他 科等の連携の仕方として、①国語科で学習した言語活動を他教科等で生か 場合、②他教科で内容的な側面を指導し、国語科ではそれを題材として言語活動を展開する場合、③他教科での言語活動を国語科の学習材 して生かす場合、があるとしている。
（７）堀江の「よりよい授業実践のためのポイント」 は、①年間
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